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論 文 内 容 の 要 旨 
食品・飲料に関わる異臭分子は、その存在により著しく商品価値を下げ、経済的にも甚大な損害を
発生するため、これまで数多くの研究が行われ、原因物質・分子の同定や発生のメカニズムの解明、
そして防止策が検討されてきた。 
 これまで我々が行ってきた 300 件を超える異臭分子化学分析において、頻度が高く同定された異
臭分子は、2,4,6-TCA(trichloroanisole：カビ臭)や 2,6-DCP(dichlorophenol：塩素・ヨウ素様消毒臭)
であり、ヒトに不快感を与え、閾値が pptレベルと極端に低い分子であることを見出した。これらは、
ヒトにとって異臭分子の代表といっても良い分子・物質である。 
 2,4,6-TCAが関与した異臭では、ワイン密閉用のコルクに発生するカビ臭ワインやブラジル産コー
ヒー豆の「リオ臭」が有名で、現在も異臭事例が散見されている。ワインのカビ臭は、2,4,6-TCA が
原因であることは異臭の特徴とも合致する。ところが、「リオ臭」に関しては、異臭の特徴であるヨ
ウ素様臭と原因物質・分子である 2,4,6-TCA のカビ臭との間に単純な一致がない。また、ブリキ缶
等で問題になる鉄臭さに代表される金属臭に関しては、鉄や銅をヒトが手で触れた時の金属臭発生の
化学反応機構・化学種の同定やワイン中の鉄イオンと魚介類との反応に関しては研究されているが、
鉄二価イオンをヒトの口に含んだ時の鉄臭さの生成等に関しては研究されていない。さらに、これら
特異的な異臭分子が、嗅覚に対して他の臭い分子に比較して、極低濃度で作用するのか等、異臭分子
の嗅覚生理学的な研究も行われていない。 
 本研究では、異臭分子に関する上記三つの課題について、第一の課題では異臭分子の化学的同定・
単一豆粒子の化学分析法を確立し、新たに異臭分子感応のシナジー効果やマスキング効果を見出した。
第二の課題では、ヒトの口内で感知する鉄臭（鉄味）発生の分子機構を提案し、第三の課題では、異
臭分子に対して嗅覚生理学的な手法を初めて適用し、嗅覚に関するマスキング効果などの新たな知見
を得た。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
食品・飲料に関わる異臭分子は、その存在により著しく商品価値を下げ、経済的にも甚大な損害を
発生するため、これまで多くの研究が行われ、原因物質・分子の同定や発生のメカニズムの解明、そ
して防止策が検討されてきた。これまでに申請者らが行ってきた 300 件を超える異臭分子化学分析
において、頻度が高く同定された異臭分子は、2,4,6-TCA(トリクロロアニソール：カビ臭)や
2,6-DCP(ジクロロフェノール：塩素・ヨウ素様消毒臭)であり、ヒトに不快感を与え、閾値が pptレ
ベルと極端に低い分子であることを見出した。 
 本論文では、特に次に示す 3つの課題についての研究成果がまとめられている。①2,4,6-TCAが関
与するブラジル産コーヒー豆の「リオ臭」の研究を通して、異臭分子の化学的同定・単一豆粒子の化
学分析法を確立し、新たに異臭分子感応のシナジー効果やマスキング効果を見出した。②ブリキ缶等
で問題になる鉄臭さに代表される金属臭に関して、鉄二価イオンをヒトの口に含んだ時の鉄臭さの生
成について研究を行い、ヒトの口内で感知する鉄臭（鉄味）発生の分子機構を提案した。③特異的な
異臭分子が、嗅覚に対して他の臭い分子に比較して、極低濃度で作用するのか等を詳しく調べるため
に、異臭分子に対して嗅覚生理学的な手法を初めて適用し、嗅覚に関するマスキング効果などの新た
な知見を得た。 
 上記のように、本論文は化学分析法の導入や生理学的手法を適用することにより、これまで未開拓
であった異臭分子の同定やその分子論的認識機構の解明につながる端緒を見出しており、新しい臭い
に関する分子科学の発展に寄与するところが大きく、博士（理学）の学位を授与するに値するものと
審査した。 
